
資料１ 

 

今次会合の狙い 

 

平成 25 年 10 月 16 日 

薩 摩 川 内 市 

 

 

１. 本年３月に策定した「次世代エネルギービジョン」及び「行動計画」を踏まえた具

体的事業の進捗状況、本年度開催された地元部会の開催結果、及び、国のエ

ネルギー政策の動向等につき、出席者間の情報共有を図る。 

 

２. その上で、具体的事業に関する進捗管理の仕組みを確立するために考慮すべ

き事項等につき、出席者からのご意見を頂く。 

 

３. また、来年度実施すべき事業に関し、来年度当初予算案に係る市役所内調整

スケジュール等を念頭に置き、同事業に係る基本的な考え及び具体例に関する

事務局案に対し、出席者からのご意見を頂く。 

 

 

以上 



薩摩川内市次世代エネルギービジョン
推進会議

～推進体制とスケジュール案～

平成２５年１０月１６日

薩摩川内市

新エネルギー対策課
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薩摩川内市次世代エネルギービジョン・行動計画～ （2）計画の推進体制

○ビジョン及び行動計画を着実に進展させるため、ビジョン策定委員会を発展解消し、「薩摩川内市次世代エネル

ギービジョン推進会議」を設置する。

１．目的
（１）ビジョン及び行動計画の進捗に係る情報共有
（２）具体的事業実施に係る意見集約
（３）地域との対話や国の政策に係る情報共有

２．構成
（１）ビジョン策定委員会委員（オブザーバー含む）
（２）川内商工会議所会頭、薩摩川内商工会会長
（３）議事次第内容に応じ、外部より専門家を招聘

（例：金融機関）
３．機能
（１）新規事業の実施に際しての助言
（２）実施事業の進捗等に対する助言
（３）関連事業の対外PRについての検討

４．開催頻度
年２回程度（例：９月頃と翌年２月頃）

１．ビジョン及び行動計画の策定
２．具体的事業の一部実施

（例：スマグリ実証試験）

１．事業実施主体の明確化、及び、
事業者間の連携方策

２．事業資金の確保と調達方法の
明確化

３．市民の巻き込み方策

薩摩川内市次世代エネルギー導入促進協議会

薩摩川内市次世代エネルギービジョン推進会議

市役所を中心に
事務局を構成

現状

課題

情報
提供

ビジョン策定委員会
で、累次に亘り指摘。

解決
方策
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薩摩川内市次世代エネルギービジョン推進会議等の役割案

前記の推進体制全体図に基づき、前年度のビジョン策定委員会のメンバーを主とした「推進会議」、推進会議メン
バーの内、薩摩川内市在住のメンバーで構成される「地元部会」を、今年度の事業では役割を進化して頂きつつ、
各種コミュニケーションをとっていきます。

【開催】
年２回（９月、翌３月想定）

【目的】

ビジョン、行動計画に基づき次世代エネルギー導入促進の着実な推進に向けた支援のた
めのアドバイス等を行うために設置。

【具体内容】
事業内容に対する各種アドバイス、進捗状況の確認等

【メンバー】
薩摩川内市次世代エネルギービジョン策定委員会メンバー及び市内商工団体の長

推
進
会
議

推
進
会
議

【開催】
年６回程度（６月以降で状況に応じて１～２ヵ月に１回程度想定）

【目的】

ビジョン、行動計画に基づき次世代エネルギー導入促進の着実な推進に向けた具体的課
題や解決策の検討や地域内での普及、推進母体づくりに向けた検討等を行うために設置。

【具体内容】
事業内容に対する課題等整理・検討、協働による普及啓発、事業担い手検討等

【メンバー】
推進会議メンバーの内、薩摩川内市在住の委員

地
元
部
会

地
元
部
会

3



薩摩川内市次世代エネルギービジョン推進会議等スケジュール案

月 5 6 7 8 9 10 11 12 H26/1 2 3

計画準備・調整

各種市民ニーズ等調査１

（既存資料等の整理・分析）

各種市民ニーズ等調査２

（市民アンケート調査実施）

産業シーズ・ニーズ調査

地元第１回：薩摩川内を明るく

地元第２回：スマートハウス

地元第３回：生活系サービス

地元第４回：産業観光

地元第５回：PR方策 他

評価制度（PDCAサイクル）の
仕組み検討

推進会議（２回）

地元部会（６回）

目的意識の共有と当初作業計画

前年度調査結果等の補足

一昨年度、昨年度調査結果等
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進捗管理作業調整 進捗管理シート

認知・満足度等調査（市民アンケート）


